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得
る
こ
と
が
、
今
後
さ
ら
に
重
要
に
な
っ
て
い
く
。

当
社
グ
ル
ー
プ
で
も
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
運
営
、
Ｉ

Ｒ
説
明
会
の
開
催
、
環
境
・
社
会
報
告
書
や
グ
ル
ー

プ
報
な
ど
の
発
行
、
事
業
所
で
の
地
域
環
境
報
告
会

の
開
催
を
は
じ
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ

ー
を
対
象
と
し
た
情
報
発
信
・
交
流
活
動
を
展
開
し

て
い
る
。
こ
れ
ら
は
年
を
追
う
ご
と
に
内
容
充
実
・

拡
大
し
つ
つ
あ
り
、
今
後
さ
ら
に
加
速
す
る
必
要
が

あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
具

体
的
な
関
心
事
・
要
求
は
さ
ま
ざ
ま
で
あ
り
、
な
か

に
は
相
反
す
る
場
合
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
企
業
活
動

に
お
け
る
細
か
な
部
分
の
全
て
に
つ
い
て
一
〇
〇
％

の
理
解
と
共
感
を
い
た
だ
く
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

ま
ず
は
、
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
を
問
わ
ず
、
コ
ニ
カ

ミ
ノ
ル
タ
グ
ル
ー
プ
の
活
動
の
全
体
像
に
つ
い
て
の

理
解
と
信
頼
を
得
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

以
上
の
観
点
か
ら
、
種
々
の
対
話
手
段
と
並
行
し

て
、
コ
ニ
カ
ミ
ノ
ル
タ
グ
ル
ー
プ
の
活
動
全
体
に
つ

い
て
い
わ
ゆ
る
ト
リ
プ
ル
ボ
ト
ム
ラ
イ
ン（
経
済
、

社
会
、
環
境
）の
視
点
で
背
景
・
プ
ロ
セ
ス
を
交
え

て
率
直
に
説
明
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
現
在
と

り
う
る
手
段
と
し
て
は
Ｃ
Ｓ
Ｒ
報
告
書
に
よ
る
対
話

が
ベ
ス
ト
で
あ
る
と
考
え
る
。
昨
夏
発
行
の
Ｃ
Ｓ
Ｒ

報
告
書
は
こ
の
主
旨
に
基
づ
き
、
広
範
な
ス
テ
ー
ク

ホ
ル
ダ
ー
に
対
し
て
新
生
コ
ニ
カ
ミ
ノ
ル
タ
グ
ル
ー

プ
の
全
体
像
を
理
解
い
た
だ
く
こ
と
を
狙
い
と
し
、

企
業
活
動
を
網
羅
的
に
記
載
し
た
報
告
書（
日
本

語
・
英
語
）と
、
要
約
の
み
の
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
版
を

五
カ
国
語（
日
・
英
・
独
・
仏
・
中
）で
発
行
し
た
。

ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
日
本
語
版
は
、
日
本
の
グ
ル
ー
プ
全

社
員
お
よ
び
全
株
主
に
も
配
布
し
た
。
そ
の
結
果
、

多
く
の
株
主
か
ら
貴
重
な
ご
意
見
・
ご
指
摘
を
い
た

だ
け
た
こ
と
を
付
記
す
る
。

行
動
憲
章
の
浸
透
と
定
着

冒
頭
に
記
載
し
た
よ
う
に
、
当
社
グ
ル
ー
プ
で
は

「
行
動
憲
章
の
実
践
」
を
Ｃ
Ｓ
Ｒ
推
進
の
要
と
し
て

位
置
づ
け
て
い
る
。
二
〇
〇
五
年
は
、
九
カ
国
語
で

記
載
し
た
行
動
憲
章
カ
ー
ド
を
全
世
界
の
グ
ル
ー
プ

社
員
に
配
布
し
た
。
さ
ら
に
、
企
業
活
動
で
遭
遇
す

る
さ
ま
ざ
ま
な
事
象
に
つ
い
て
行
動
憲
章
に
基
づ
く

考
え
方
・
対
処
方
法
を
具
体
事
例
で
示
す
マ
ニ
ュ
ア

ル
の
制
作
・
配
布
を
行
い
、
グ
ル
ー
プ
社
員
の
日
々

の
行
動
へ
の
浸
透
を
図
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、
全
世

界
一
律
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
作
成
し
て
い
な
い
。
こ
れ

は
、
グ
ル
ー
プ
の
活
動
地
域
を
中
国
・
北
米
・
欧

州
・
日
本
な
ど
に
大
別
し
た
場
合
で
も
そ
れ
ぞ
れ
の

経
済
状
況
や
社
会
通
念
等
が
異
な
っ
て
お
り
、
地
域

の
規
範
と
整
合
し
つ
つ
企
業
グ
ル
ー
プ
と
し
て
の
ア

イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
確
か
な
も
の
に
す
る
た
め
に
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
適
合
し
た
マ
ニ
ュ
ア
ル
が
必
要

で
あ
る
と
考
え
た
か
ら
で
あ
る
。

北
米
・
欧
州
で
は
、
古
く
か
ら
各
社
でC

ode
of

C
onduct

が
整
備
さ
れ
て
い
た
た
め
、
現
地
主
体

で
そ
れ
ぞ
れ
、
新
生
コ
ニ
カ
ミ
ノ
ル
タ
と
し
て
の

「
行
動
憲
章
の
精
神
」
を
加
味
し
て
再
編
・
制
作
・

配
布
を
行
っ
て
い
る
。
中
国
で
は
、
現
地
の
ス
タ
ッ

フ
と
協
働
で
中
国
版
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
新
規
作
成
・

配
布
し
、
実
践
の
浸
透
活
動
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、

日
本
版
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
、
発
行
か
ら
二
年
が
経
過

し
た
の
で
、
こ
の
間
の
状
況
変
化
へ
の
対
応
を
含
め

記
載
内
容
の
見
直
し
を
図
っ
て
い
る
。

コ
ニ
カ
ミ
ノ
ル
タ
グ
ル
ー
プ
の
Ｃ
Ｓ
Ｒ
は
こ
れ
か

ら
が
本
番
で
あ
る
。
経
営
ト
ッ
プ
を
含
め
た
全
員
の

持
続
的
活
動
に
よ
り
全
て
の
活
動
の
シ
ナ
ジ
ー
を
発

揮
さ
せ
る
こ
と
で
、
企
業
を
取
り
巻
く
状
況
変
化
に

対
応
す
る
と
と
も
に
企
業
価
値
向
上
が
確
か
な
も
の

に
な
る
と
確
信
し
て
い
る
。

図 コニカミノルタCSRの考え方

経済・社会・環境面から信頼に応える企業
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経
営
理
念
の
追
求
と

行
動
憲
章
の
実
践
が
基
本

コ
ニ
カ
ミ
ノ
ル
タ
グ
ル
ー
プ
は
、「
新
し
い
価
値

の
創
造
」
を
経
営
の
理
念
と
し
、
イ
メ
ー
ジ
ン
グ
の

領
域
で
感
動
創
造
を
与
え
続
け
、
高
度
な
技
術
と
信

頼
で
市
場
を
リ
ー
ド
す
る
革
新
的
な
グ
ロ
ー
バ
ル
企

業
グ
ル
ー
プ
を
目
指
し
て
い
る
。
グ
ル
ー
プ
発
足
と

同
時
に
、
�
お
客
様
か
ら
信
頼
さ
れ
る
商
品
・
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
、
�
公
正
で
透
明
な
企
業
活
動
、
�
広

く
社
会
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
重
視
、
�
環

境
の
保
全
、
�
社
会
へ
の
積
極
的
貢
献
、
�
社
員
の

尊
重
、
そ
し
て
�
責
任
あ
る
対
処
―
―
か
ら
な
る

「
コ
ニ
カ
ミ
ノ
ル
タ
グ
ル
ー
プ
行
動
憲
章
」（
以
下
、

行
動
憲
章
と
称
す
る
）を
、
社
員
一
人
一
人
が
日
々

の
行
動
の
基
本
と
す
る
も
の
と
し
て
定
め
た
。

こ
の
行
動
憲
章
の
一
つ
一
つ
を
持
続
的
に
向
上
さ

せ
る
こ
と
こ
そ
が
、
お
客
様
・
株
主
・
お
取
引
先
・

地
域
社
会
・
従
業
員
な
ど
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の

信
頼
に
応
え
る
こ
と
で
あ
り
、
経
済
・
社
会
・
環
境

な
ど
幅
広
い
側
面
で
企
業
と
し
て
の
責
任
を
果
た
す

と
と
も
に
、
企
業
文
化
の
醸
成
、
企
業
価
値
の
向
上

に
繋
が
る
。
つ
ま
り
、
経
営
理
念
の
追
求
と
行
動
憲

章
の
実
践
に
よ
る
「
イ
メ
ー
ジ
ン
グ
領
域
の
新
し
い

感
動
創
造
」
が
コ
ニ
カ
ミ
ノ
ル
タ
グ
ル
ー
プ
の
社
会

的
使
命（
社
会
的
責
任＝

Ｃ
Ｓ
Ｒ
）で
あ
り
、
そ
の
持

続
的
具
現
化
が
経
営
そ
の
も
の
で
あ
る
。

二
〇
〇
三
年
八
月
に
経
営
統
合
し
新
生
会
社
と
し

て
発
足
し
た
コ
ニ
カ
ミ
ノ
ル
タ
グ
ル
ー
プ
は
、
人
材

融
和
や
グ
ル
ー
プ
内
価
値
観
の
共
有
な
ど
、
い
わ
ゆ

る
企
業
文
化
を
新
た
に
作
り
上
げ
て
い
く
段
階
に
あ

る
。
行
動
の
規
範
で
あ
る
「
行
動
憲
章
」
の
意
図
す

る
と
こ
ろ
を
、
グ
ル
ー
プ
内
で
よ
り
具
体
的
に
展
開

し
確
実
に
実
践
す
る
こ
と
が
、
企
業
文
化
の
早
期
醸

成
の
上
で
極
め
て
有
効
で
あ
る
。
ま
た
、
ス
テ
ー
ク

ホ
ル
ダ
ー
の
視
点
と
し
て
、「
企
業
行
動
憲
章
実
行

の
手
引
き
第
三
版
」（
日
本
経
団
連
）、「
企
業
評
価

基
準
」（
経
済
同
友
会
）、
お
よ
び
Ｓ
Ｒ
Ｉ（
社
会
的

責
任
投
資
）調
査
機
関
質
問
項
目
な
ど
を
使
用
し
、

自
己
評
価
に
よ
る
コ
ニ
カ
ミ
ノ
ル
タ
グ
ル
ー
プ
の
現

状
俯
瞰
を
行
っ
た
。

こ
れ
ら
か
ら
、「
企
業
価
値
向
上
に
フ
ォ
ー
カ
ス

し
た
コ
ニ
カ
ミ
ノ
ル
タ
Ｃ
Ｓ
Ｒ
の
考
え
方
」
を
ま
と

め
る
と
と
も
に
、
二
〇
〇
五
年
を
コ
ニ
カ
ミ
ノ
ル
タ

Ｃ
Ｓ
Ｒ
元
年
と
位
置
づ
け
、
本
格
的
な
取
り
組
み
を

開
始
し
て
い
る
〔
図
参
照
〕。

当
面
は
、
発
足
間
も
な
い
企
業
グ
ル
ー
プ
で
あ
る

こ
と
、
世
の
中
が
企
業
活
動
の
透
明
性
に
関
心
が
高

ま
っ
て
い
る
こ
と
を
考
慮
し
て
、
�
「
情
報
開
示
と

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
の
対
話
」、
�
「
グ
ル
ー
プ

内
で
の
行
動
憲
章
の
浸
透
と
定
着
」
を
推
進
重
点
事

項
と
し
て
い
る
。

情
報
開
示
と
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー

と
の
対
話

企
業
を
取
り
巻
く
状
況
変
化
が
激
化
し
て
い
る
現

在
、
企
業
は
、
よ
り
戦
略
的
か
つ
迅
速
な
施
策
展
開

を
行
う
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
必
然
的
に
、
多

様
な
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
に
対
し
適
時
・
適
切
な
情

報
を
開
示
し
、
企
業
活
動
に
対
す
る
理
解
と
信
頼
を

和
田
吉
丸

わ
だ

よ
し
ま
る

CSR わが社の取り組み

こ
れ
か
ら
が
本
番
、

コ
ニ
カ
ミ
ノ
ル
タ
グ
ル
ー
プ
の
Ｃ
Ｓ
Ｒ

コ
ニ
カ
ミ
ノ
ル
タ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
法
務
部
Ｃ
Ｓ
Ｒ
担
当
部
長
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